
　　陽成院一品宮歌合と松籟切

　　後拾遺和歌集

10月21日

   ◆ 講  師  名古屋経済大学教授　四辻秀紀　

　 ◆ 開講日  第3月曜日 13:00～14:30　　　

   ◆ 受講料  6ヵ月（6回）分 15,300円＋税

   ◆ 持ち物　筆記用具

11月18日 　清書された歌合

　深窓秘抄と和歌躰十種

2月17日 　元永本古今和歌集の魅力

3月16日 　烏丸切 後撰和歌集と中院切

12月16日 　加賀前田家伝来の道済集

1月20日 　藍紙本万葉集とその周辺

2019年10月～2020年3月 カリキュラム

かな”は、漢字を省略化・簡略化して生み出され、展開したわが国独自
の文字です。各文字を連続させて書く連綿体を用いながら、墨線の美し
さを充分に発揮させ、流麗で表情豊かな美の世界を完成させた平安時
代から鎌倉時代の仮名の優品・名品を取り上げ鑑賞します。今回はかな
を書くために整えられた美しい料紙を中心に、そこに書写された文字とが
響きあって生み出された典雅な世界を見ていきます。

１０月から始まる６カ月講座です。


